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画 :M・ Tさ ん

元受刑者のかえるメイトが服役中に春の奥入瀬

の写真を参考に書き上げた力作です。
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電靱 胚魏 15‐

受刑者の皆さん、私は皆さんの傍

で、皆さんのために祈っています。私

は、皆さんの顔をじっと見つめている

私自身の姿を思い浮かべています。

たくさんの痛み、多くの重荷や失望が

皆さんのまなざしの中に感じられます。

しかし同時に希望の光も垣問見えま

す。皆さんが自分自身の心の中を見

つめるとき、この光を決して消さない

ように努めていただきたいのです。

私たちにもその炎を絶やさない義

務があります。これは、皆さんの人格

の方が、勾留中であっても大切に扱

われるよう、また人間としての尊厳は、

常に第一に考えられるべきことである

ということを、皆さんのために努める責

任と可能性を持つ者の義務でもある

のです。

皆さんにはよく考える機会を持つよ

う努めて欲しいのです。よく考えること

で`持さんが人間性ある方向に導かれ

るようにこ鋼鉄で覆われた扉を人間性

が通り抜けてくるような、皆さん一人 ・

人にとつてのより良い将来への希燿

を心が決してはねのけることが無いよ

うな、そのような道 ができ、皆さんが

そこに導かれますように。

教皇フランシスコ

そのためには、文化的転換が急

務であると思います。転換とは、刑

によって人生に「終わり」という文字

が書かれると思うことをやめる。刑

事裁判の出 ||のない道をはねつけ

ること。そして、報いるだけの裁きに

甘んじないことです。

すなわち、赦しの裁きや社会復

帰への具体的な展望に関心を持

つことです (ぅ 終身刑は、問題解決

の方法ではなく、解決されるべき間

題なのです。なぜならば、尊厳が

かえるのうた 2
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皇 で す ぃ

春招く 桜花あり 芽をふきて

咲くを惜しまず 散るを惜しまん

代表 田中伸彦

春が近づいて来ました。

拷さん如何お過ごしでしょうか。

私は東京の外れで路 11に 暮らす人

たちや、生きにくい思いを抱え暮ら

す人たちと関わりながら、
「ほんに

かえるプロジェクト」に参加してい

ます。

様々な事情で路 11に 暮らす人と、

自らの行ないで刑に服す人たちが、

1」 々抱いているやりきオ1な い気持

らが少しでも和らぐことが出来る

ならばと、微力ながら活動を続けて

います。

毎年この時期になると路上で暮

らす人たちや、路上から出て住まい

を持った人たちと 緒ヽに、近くの公

園で花見の宴を開きます。この日だ

けは普段顔を合わせない人たちと、

一同に会しにて楽しい時を過す事

が出来ます。

受刑者の方がたが、桜花を見る機

会があれば幸いですが、私には花見

の油は送れませんが、読みたい本や

手紙くらいは送る事が出来ます。ま

だまだ力不足で至らない所があり

ますが、これからもお付き合いを。

どうしてこうなんだろう

副代表 井手愛子 s_c.■
「でる所に出ますから」、大きな組

織の責任者ともなると、こういう台

詞の一つや _つは言われた経験が

あるかも知れない。 最初何のこと
だか解らなかった。

出る所とはどこだ、何のために、

と黙考していた。すると相手はさら

に念を押してきた。「いいですね」。

訴訟か、裁判か、やっと理解した。

時間がかかるだろうし好みではな

い。

しかし、相手もそこまで言うから

には、相当の覚悟があるのだろう。

それなら受けて立つしかない。静か

に「どうぞ」と言った。ある時は |~お

受けしまづ」と覚悟の程を11外にこ

めて ギ1~いった。同席した人はあの

言́には凄みがありましたね、しび

れました、と観客のようなことを言

う。「いや、そんなつもりでは・・」

と事なきをえた。

責任者にとって大事なのは危機

管理だと知る。この事があってから

4年間、とある
‐
経営研究会"に所

かえるのうた 4
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者の自立更生支援を一義とします。

更生とは人権の回復です。人権の基

盤は信頼です。

不備があったら、素直に指摘して

ください。誠意をもって対応します。

被収容者会員の皆様とトラブルと

き、何故こうも簡 :キ fに 詐欺だ裁判だ

という言葉が出てくるのか、不思議

に思います。おそらく、許欺 つたり

詐欺られたりが至近距離にあった

のかも知れません。

失敗は誰にでもある、という人間

理解の大前提に立ちましょう。ゆる

しが必要です。ゆるしは和解への道

を拓きます、,

否定的な視野を肯定的な視野に

切り替えてみましょう。

私たちの間に、質の高い “信頼
''

をとりもどし、さらに深く構築して

いくことができますように 1

すが、公平の観点から感謝の声も載

せることにいたしました。

宮城 A・ Kさ ん

(前略)11増 しに寒さが厳しくな

ってまいりましたが、かえるプロジ

ェクトの皆様のおかげで、私達かえ

るメイトも元気と喜びを慎いてお

ります。

依頼の件はありがとうございま

す。また、本 2冊 も受け取りました。

重ねてお礼を中し 11げます。

(中略)人それぞれの生まれや環

境、子どもの頃の体験や親の育て方

によって、千治万別の人生があって、

考え方も違いまケが、人間や動物、

誰もが持 っている「愛」によって同

体になり、共に生きられる「通「|を

探し求めています。

自分がこの世に生まオ1てきて、人

生ですべきことは何かを心得て働

くことができることが最大の生き

がいになるのではないかと思いま

す。私はかえるプI]ジェクトに共感

し、かえるメイトになって楽しみや

喜びを得ました。

宮城W・ Aさん

(前略)い つもお世話になってい

ます。依頼への対応いつもありがと

うございます。

今、私を支えてくださっている人

は本田さんを始め、プ[]ジ ェクトの

皆様です。他にも支えてくれる人は

燿 蟷下 躊膨
事務局には毎日かえるメイトか

らのお手紙が届きます。厳しい意見

を選んで「かえるのうた」|こ載せて

きましたが、それはあくまでも少数

であり、私たちはとても惑謝してお

りますという声が多数寄せられ状

した。自画自賛を避けたかったので

かえるのうた 6



いますが、現在は連絡が取れなかっ

たり、会いたいのに会えなかったり

なので、プロジェクトのみなさんの

支えがとても嬉しいです。

正直、私も身体が丈夫な方ではあ

りませんし、アスペルガーもあるの

で、人との付き合い方はとても苫手

です。精神的なものは他人には理解

しがたく、私の気持ちが伝わらない

と悲しくなりますし、表には出しま

せんが、門むことt)多々あります。

こんな所にいるのは誰のせいで

キ)な く、私自身のせいなので、自分

の過去を振り返り、反省の日々です。

(中略)正直、事務局長がダメ人

間でも、私たちの預り金で飲みに行

かれても別に私はかまわないと思

います。だつて江さんはそれ以 11に

私達のために身も心もお金も削っ

てくれているので……・

本田さんの身体が丈夫ではない

のにずっと私たちのために活動し

てくれているので、何をされたって

私は文句を言いませんよ。

ブロジェクトが大変な今、わがま

まを言うつもりはありません。プロ

ジェク トのために,Fk会 するように

と言われれば、私は受け入オ|て しま

うと思います。とても悲しいことで

すが……

本音としては、今後とも続けさせ

てほしいし、出所したら、どんな形

であれ、プロジェクトに参加したい

と考えています。

名古屋 N・ Kさ ん
(前略)「かえるのうた |に私の手

紙が載っていて少し驚きましたが、

私の思いが届いているとわかり嬉

しかったです。助成金が決まるとよ

いですね。

Aさ んのような方は多くいるの
でしようか ?プ ロジェクトの設立
を知った時から、このような方もい

るであろうことはわかっていまし

たが、さすがにここまでの強者が現

れることまでは予想していません

でしたので、少しびつくりしていま

す。

まあ、で 1)受刑者という市場で言

えば、金を払えば何を要求しても良

いという考え方の人が多いのも事

実です。

そのことを踏まえても、Aさ んの

理屈は理解に苦しみます。そもそも

我々被支援者に′Jえ られている決

定権は、人会するか、しないか、続

けるか、続けないかしかないのです。

値上げに関しても、そオ1を詐欺だ

というのならば、 般́企業が材料高
騰によって商品を|1白 上げするのも

詐欺になってしまいます。

ついでに言えば、刑務所の日用品

(販売物品)の値上げは受け入オlら

れるのに、なぜプロジェクトの値 L
げを受け入れられないのでしょう

か
'不
思議ですね。

かえるのうた 7
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取り上げていきます。どうぞご寄稿

をお願いいたします。

ブロジェクトはかスるメイトの

助言をいただき、社会に向けて更生

支援の重要性を理解していただく

ための広報活動も行うようになり

ました。今回は副代表の井手愛 i4シ

スターが活動報告をまとめてくだ

さったので、掲載します。

イヴェント報告
「ほんにかえるプロジェクト」は

設立当初から、被収容者の自立更生

支援に対して、広く社会 一般に呼び

かけ、犯罪の成立や背景についての

理解を深め、協力を要請していく素

地を作りたいと願っています。その

'旨
を生かす幣発活動の一環とし

て、年間 5～ 6回のイヴェントを企

画しています。これまでの実施状況

を報告します。

第 1回 目 江楠氏講演会
テーマ 創立のこころ
同時 8月 7:1(11)13:30

場所 ケベック・力 1リ タス
修道女会 (以後 S.C.Qと 略す)

参加者 64名
汀氏の数奇な運命と長い獄中経

験が聴衆にとっては“知らないこと

ばかりだった"と新鮮な驚きでとら

えられた。江氏の説得力のなせる業

か、犯罪者が 方的に悪いというこ
れまでの思いを見直したい。無関心

が 一番いけないという感想も聴か

れた。

支援活動 (協力)については

本の寄付 (圧倒的に多い)・ 検索

文通・本を刑務所に搬送 (こ の後、

複数名の方に横浜刑務所に月 1回

の割合で届けていただいている)。

コーヒーブレイクをはさんで、質

疑応答。最後は代表田中伸彦氏ご自

慢の焼さそばバーティで大盛会で

した。

ブレイクは GABRIELAIX0

コロンビア産の L質なけを 1キ

ロずつで焙煎。副代表井手愛子が個

人的にiち llげたブランドです。

価格 ―袋 (180g)¥1.200

第 2回日 「ライフアーズー
終身刑を超えて」上映会

|1時  11月 12「 l(」1)13:00

場所 カリタス女子短期大学
参加者 64名
|かえるのうた 6」 はその特集号

です。参照ください.

L映会の後、江氏が無期刑で仮釈

放のM氏にインタビュー。M氏の
'1吏

をつまらせ、‐語 語́絞り出すよう

に語られた半生に、会場 ()し ―んと

聴き入った。

第 3回日
「怒羅権をふりかえる」

日時 2017年 2月 411(上 )13:30

場所 S_C.Q.

かえるのうた 9



26

ウマ

に愛

じる

どこ | 帰るσ

ツιをお

フイリ

日に N

だ秀′

。 |ゴ 1

ってア

コ ! |

S.Ci

人間日
「ふ刊
トル」

,か」と

最り統

|レムを

IHKBS-1
|

「 であ

|リ イテ
|
,てん、
に駆す

|
IQ.

目係は

あって

,その

5れて

ま男性

師の方

二思い

lませ

は幼少
~。

とり

あるい

っヽた

ミいと

「も他

)に感

を受け

1言 にな

11な い

|

|ノυに言舌

1画 しま

| +ヽ

|く01

1 ほん

1生支援

1難
によ

1困難な

|、
F咋イ
「
ズ

|を 申請

|′ょよう気1

た。は |

|で した

|まあ、3

F青 |こ I占 l

lも しれ

ける社

庸志で

|さ せた|

動その

|ません《

勲であ

|し
に ｀

1

1く ださ |

|く 幸3ネ LI

「 7｀
~~´

|

|｀
に一 一` |

当に皆|

野付し|

にすが 1

1(~く だ |

ワ)方に 1

してい

した ,,

さ

企

ただき

ぜひご
‐、ユニ
ンL
るプロ

行って

力を継

す。そ

]企業

たが、

―ルを

うです。

加をて

いと:

ェ ク

考え

|卜は

す。財
|

卜くの

:と し
|

「助成

ド、残
時キ
「

`=｀

卜はダ

0す

|■

内山

15年 2月 2
‐
で れ 反 を呼

る . 途 11 才[氏 カ

ラーの

ドラゴ

る江楠

す

見 て た か

月 1

渋谷

親予関

づ る

か ら る

い ま

を

うヽタ

る。

ん | 産師

者

「1 
・つ トリレ

うに

」 と

い う

ら つ

知日
|にかえ|

活動を|

|り 、7舌コ

状態で |

|ヽ ら民「 |

|し まし|

|らせメ|

い、そ司

ストオ

更

政

も

て

金

念

し

メ

　

申

か

と

い

結

活

り

活

りま
・

してし

打開算

対して

のたて

たヽだキ

助成4

機微に

渋谷

きた方

である

の話を

の方も

ん。そ |

期に ト

わけ母

は愛を

ケース

親と

人間は

人との

じます .

られな|

りやす

く必 が あ

ゃ る

訳 は 、

b成金ヤ」

〉すて悩 |

ません 1

会弱者 |

|こ の活 1

いつた 1

1も のを |

1私た 」

|り 、助」

敗めて |

|っ てい |

睦申し」

までや |

際のおリ

てくだ |

.な け過

さった ]

根 その

彙イ也力
‐
で司

んだの 事実 .

りゞ、 を ,』

支援を

勁を資 LI{iT.
,助成 ダメ

やめる もり
'

に 、

抱え

れな

とが

長年」

99%‖
こヽ|
′牛 |́

のか」

もし引

多 く

いま」
シラ/こ 、|

きな測

と、そ

:し の

)の 目

こ金で

ゴ理解

`)内

外

1■げま

)て来

りヽげで

きった

は更生

あり瀾

「から、

1無理

にじめ

|した

[)完

|で
も、

はあ

1支援

|せん。

髪し

荼に

i金な

りは

万円

うろ

寄付

:、 レ

も に 、

多い。

関 うま

人生

きにを

る

とで

、製 らオlる

て
‐

り早

し

本

を
′

ん
｀

し
・

ス (

ご支‖
会員‖
。助閾

オt/こ q
|

。 101

は1)1

っヽた

いか引
おい■

いよう
のを |~~~|

間不|

もし1

ホー」

という思いがあると、他人を信じら

れなくな り、裏切られる前に裏切っ

てしまう。この問題を踏まえて渋谷

百円召
垂,:11者

,,占:に 謝とど

私たちのこの活動の意義を再確認

でき、もつと頑張らないとの思いを

新たにしました。現実は厳しいです

かえるのうた
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が、頑張りますので、一層のご支援

とご鞭撻をお願いいたします。

事務局移転のお知らせ

事務局は F記の住所に移転します。

1=134-0003

東京都江戸川区春江町 5-15-31

ほんにかえるプロジェクト

フロジェクトの事務局は江の自

宅にあります。当初は広い3 LDKで

一人暮らしを満喫していました ,´

時はアルツハイマーの父を引き取

り、同居していました。それはそれ

は大変な時期で、介護とはこんなに

も大変だなと実感しました。

余談はさておき、こういう活動は

家族の理解が必須です。わたし江は

30年間もォーバースティ状態で
す。今も中請中の身で就労資格があ

りません。したがって生活費は家族

の援助に頼ることになります。そう

いう事情もありまして、家族の負担

を減らすために引っ越すことにし

ました。

引っ越し先の家は壁も屋根もト

タン板の築 51年 (かなり修繕が必

要)の一戸建てです。1階に食器棚
やらを置き、事務局もここになりま

すとかなり窮屈です。床が抜けそう

なので、本も大量に処分する必要が

あります。1室と階段に本棚を作る

フ定ですが、主に発送できる文庫本

を中心に収納する予定です。

事務局移転に伴い、依頼に対して

の対応が遅れることも予想されま

す。ご理解ください。

かえるメイトヘ
事務局には日々かえるメイトか

らお手紙が届きます。人会中込時は

どなたも低姿勢で、依頼される際も

お礼の言葉を添える方がほとんど

です。中には ‐文もなしで用紙だけ

で依頼してくる方もいますが、スタ

ッフの体調を気違うだけのお手紙

もあり、励みになっています。

しかし、対応の遅れに対してのイ

ライラのお手紙を寄せらオ1る こと

もあります。更生支援という名日で

許欺行為を働いているといわれる

こともあります。受刑者は ・度でも

スイッチが入ると、攻撃モー ドにな

り、相手を全否定する傾向にありま

す。 ‐般社会ではだれかと全面的に
対決することはまれで、意見の違い

があるのは当然ですが、主に話し合

いで解決する道を選びます。この差

がとても大きいように思います。

先 Flも依頼件数が大きくオーバ

ーし、注意しても受け入れてくオ1な

かった人に退会勧告を出しました。

その人に捨て台詞のように言われ

たのは、せっかく寄付してもらった

本を売却や廃棄するのはいかがな

ものか、寄付した人の気持ちを考え

たことがあるのか !と。その後も人

格否定の言葉が綴られていました。,

ここで釈明します。プロジェクト

に寄付された本は大事に保管され

ています。寄イヽ|してくださった方に

感謝し、その思いを本とともに受刑

者にお届けする努力をしてきまし

かえるのうた 11



た。しかし、寄付本の中にはサイン

や書き込みがあるために刑務所側

が受け取ってくれないものもあり

ます。不人気のうえ、刑務所内の備

え付け図書 (官本と言います)に必

ずある占典文学もそうですが、不揃

いの続き物の小説や漫画も受刑者

に送ることができません。ス トーリ

ーがわからなくなるからです。そし

てあんまりにもコアな専門書もあ

んまり読まれないので、こういう本

は主にブックオフに持ち込み、売却

して、その収益を活動費に充ててい

ます。売却については複数のチラシ

に明記していますし、廃棄について

も寄付 してくださる方から好きに

処分してくださって結構ですとい

う言葉をいただいており、皆様のご

厚意を無駄にしているわけではあ

りません。

事務局の現状を皆様に十分知ら

せていないことにも原因があると

思います。いま本の在庫が十分にあ

り、本を送るお金がない状態です。

設立当初は 1人にまとめて何 |‐冊

でも送ることができましたが、今は

ほとんどの刑務所が制限して 1回
は 3冊 しか送ることができません。
どうか理解していただきたい。

事務局移転に伴い、さらに本の整

理が必要です。この作業が想像以上

に苦痛で、足腰に負担をかけるうえ、

地味すぎて発狂しそうになると逃

げ出す人が続出しています。本の在

庫 リス トがなかなか完成できない

のもこういう事情があるからで、財

政難の次に私たちを悩ませていま

かえるのうた

す。心待ちされているかえるメイト

のことを考え、努力する所存です。

ほんにかえるプロジェクト
は会員を募集しています。
正会員の年会費は 3000円。
寄付もお待ちしています。

振込先
ゆうちょ銀行
10160-86239211
他行からの場合
ゆうちょ銀行 018支店
(普)8623921
日座名義は

ほんにかえるプロジェクト

ほんにかえるプロジェクトは
ボランティアスタッフを募集
しています。在宅のままでも
できるパソコン入力と文通ス

タッフが特に不足 していま

す。自宅の住所を公開する必

要もありません。プライバシ
ー保護に細心の注意を払って
おります。

プロジェクトの活動資金の

捻出の ^環としてオ lリ ジナル

葉書のほかに小冊子も販売す

るようになりました。第 1冊

目は汀が書いた「私の生い立

ち」 (A5サイズ 88頁 )、 500
円で販売し、その収益は全額

支援活動に充てます。好評に

つき、手作業で増刷中です。

発行所
〒 134-0003東京都江戸川区
春江町 5-15‐ 31ほんにかえる
プロジェクト事務局

責任編集 江楠 (わんなん)
f巳話  080-8811-5465


